
 

 

 

 

 

就任のご挨拶 

場長 米 山 洋 一  

本年４月１日付で、再度、

場長を拝命しました米山

です。これまで行政勤務が

長かったため、研究者とし

てのスキルは限られます

が、試験場の優秀な職員と

共に内水面の振興に努め

てまいる所存ですので、よ

ろしくお願いいたします。 

はじめに私にとっての川ですが、その生い立ちに

おいて、非常に身近なものでした。幼少期には田ん

ぼの用水路で「雑魚すき」、小学生時代はもっぱら佐

梨川で「魚突き」をしていました。川原で獲った魚

を焼いて食べたことも懐かしい思い出です。 

中学、高校時代にはイワナに夢中になりました。

原付バイクが行動範囲を広げ、山の奥深くまで楽に

行けるようになり、時間さえあれば山（沢）に行っ

ていました。 

その後は、水産系の大学に進み、現在の職業に就

くこととなりましたが、残念ながら、県に入庁後は、

自分の希望どおりの勤務地とはいかず、初任地は佐

渡にある栽培漁業センター（現、水産海洋研究所佐

渡水産技術センター）でマダイやヒラメの種苗生産

業務を担当しました。 

これまで大半を勤めた行政では、水産課 23年、農

業総務課２年、佐渡水産庁舎に３年間在職しました。

研究とは全く異なる事務スキルが必要であり、諸先

輩方や事務系の職員の方から沢山のことを教わり、

漁業協同組合の検査や指導、漁業の許認可や取締り、

水産物のブランド化や消費拡大等の実務を担当して

きました。 

10 年間の研究機関勤務の中では、平成６年から平

成８年までの３年間、当試験場の資源課に在職して

おり、この３年間、非常に充実した時間を過ごせた

と感じております。継代数の異なるアユの放流試験、

サクラマスの迷入防止対策、音波発信器を用いたバ

イオテレメトリー等に取り組み、いずれも大学の先

生や国の研究機関の方々から助言を頂きながら研究

に取り組むことができました。特に迷入防止対策に

つきましては、施設管理者側にその実態を理解して

もらうため、研究成果を出すことに注力したことを

覚えております。 

さて、川と人との関係ですが、現代人は川に親し

む機会が減っていると感じます。かつては川魚も貴

重なタンパク源であり、県内でも川魚を獲って商売

にしている人が多かったと思います。祖父母の家に

は囲炉裏があり、夏場には魚（ウグイ、アユ等）が

串刺しで焼かれており、その昔には、焼いた魚を買

いに来る人もいたと聞いています。 

流通環境、食料事情が変化する中、川魚を食する

機会は減ってきており、人々の川に関する興味や親

しみも薄れていていると思います。半面、土木技術

は向上し、治水、利水の工事は進み、発電用ダム、

農業用取水堰、砂防堰堤など河川横断構造物が魚の

生息の場を狭めています。人間生活の利便性と安全

性を求めることは当然のことと思いますが、魚の生

息環境を変えてきたことは残念でなりません。川に

思いがある一人の人間として、我がふるさと、新潟

県の魅力でもある自然環境を維持する中で、豊かな

生態系を保持し、発展をしていくことを願うところ

であります。 

以上、雑多なご挨拶となりましたが、残り限られ

た県職員人生において、引き続き、新潟県の豊かな

河川、内水面産業を維持していくため、微力ながら

尽力してまいる所存でありますので、皆様のご協力

をお願いいたします。 

新潟県内水面水産試験場       魚沼支場 
 〒940-1137 長岡市大川原町 2650 番地   
 TEL 0258-22-2101(代) FAX 0258-22-3398 
 E-mail : ngt068150@pref.niigata.lg.jp 

魚沼支場 
 〒946-0036 魚沼市岡新田 29-1 
 TEL 025-792-0672 FAX 025-792-8016 
 E-mail : ngt068153@pref.niigata.lg.jp 
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コイの浮腫症・眠り病原因ウイルス（CEV）の消毒方法 
病理環境課 主任研究員 小林 健一郎 

ニシキゴイ養殖では、1970 年代半ば頃から、コイ

浮腫症や眠り病が知られるようになり、現在も発生

が確認されています。 

その後の研究で、この２つの疾病はいずれも、ポ

ックスウイルス科の Carp Edema Virus（以下、CEV）

が原因であることが明らかにされました。疾病への

対処法としては、約 0.6%の塩水浴と同時に約 25℃に

加温することで、症状を軽減させることが知られ、

これまでそれほど問題視されてはいませんでした。 

近年、一部の輸出相手国からは、CEV フリー（ウ

イルスが検出されないこと）が求められており、防

疫対策確立が課題となっています。CEV に対し有効

な消毒濃度や時間を明らかにすることは、防疫対策

の確立において重要であるため、既に現場で、コイ

ヘルペスウイルス（以下、KHV）対策に使用されて

いる消毒剤を対象に、その消毒効果を調査しました。 

感染源には、CEV 感染後死亡したニシキゴイ（平

均体重 20.2g）10 尾分の鰓摩砕液を使用しました。   

調査を行った消毒剤および濃度は表１のとおりで、

消毒効果はニシキゴイを使った感染実験によって評

価し、評価項目は、死亡率、症状の有無、ウイルス

のリアルタイム PCR による検出としました。 

表１ 消毒効果調査で使用した消毒剤および濃度 

消毒剤 試験設定 

次亜塩素酸ナトリウム溶液 200・50・12.5ppm 

塩化ベンザルコニウム液 1,000・250・62.5ppm 

エタノール 70％・50％ 

アンテックビルコン S 1％・0.2％ 

ヨード 50ppm 

 

 試験の結果、CEV の消毒剤に対する感受性は、

KHVと概ね同程度であることが分かりました。KHV

での知見と CEV におけるこれらの結果を踏まえ、消

毒方法早見表を示すと表２のとおりです。なお、作

成した消毒液が汚れてきた場合は、 消毒効果が低下

する恐れがありますので、早めに交換して下さい。 

これまで実施したニシキゴイ養殖業者への聞き取

りからは、CEV は多年魚から当歳魚に感染している

ケースが多いと考えられます。CEV フリーのコイを

作出するため、多年魚で使用した器具・器材等は、

消毒してから当歳魚に使用することが、感染リスク

の軽減に繋がります。 

 

表２ CEV・KHV 対策のための消毒方法早見表 

消毒対象 有効成分 使用濃度 作成方法例 

手 塩化ベンザルコニウム 

 

エタノール 

1,000ppm 

 

70％ 

10%塩化ベンザルコニウム液を 10Lの水に 100mL 加える

（100 倍希釈） 

99.5%エタノールを 300mL の水に 700mL 加える 

長靴、器

具、器材 

塩化ベンザルコニウム 

次亜塩素酸ナトリウム 

 

ペルオキソー硫酸水素 

カリウム 

1,000ppm 

200ppm 

 

0.2％ 

10%塩化ベンザルコニウム液の 100 倍希釈 

12％次亜塩素酸ナトリウム液を 1t の水に 1.7L 加える

（600 倍希釈） 

アンテックビルコン S を１L の水に 2g 溶かす（500 倍希釈） 

池水 次亜塩素酸ナトリウム 50ppm 12％次亜塩素酸ナトリウム液を 1tの水に 417mL 加える

（2,400 倍希釈） 

卵 ポピドンヨード 50ppm 10％ヨード液を 100L の水に 500mL 加える（200 倍希釈） 
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第 10 回国際幼魚品評会でのオンライン配信の試み 

養殖課 参事 佐 藤  将  

(一社)全日本錦鯉振興会主催の第10回国際幼魚品

評会が4月22日～23日に小千谷市にて開催されまし

た。幼魚品評会は全長36㎝以下の錦鯉が対象です。 

来場できない方にも品評会会場の様子を伝えるた

め、今回、NTT東日本がトライアル的にオンライン配

信を実施しました。同社は様々な地域活性化に取り

組み、「新潟エリアの養鯉業の振興を通じた地域活

性化」をテーマに当場とも共同研究を行っています。 

品評会当日の優勝鯉の紹介や変わった品種にスポ

ットを当てたライブ配信のほか、別に収録した錦鯉

の成り立ちから品種の紹介など初心者向けコンテン

ツや優勝者インタビューがありますので、ぜひご覧

ください。 

 
受賞者インタビューのようす 

(全体総合優勝鯉生産者の大日養鯉場さんの熱心な解説) 

 

オンライン配信のアーカイブはこちら 

YouTube 全日本錦鯉振興会チャンネル 

 

陸上養殖業の届出制について 

令和５年４月１日から、陸上で営まれる養殖業（食用）は届出が必要です。また届出した事業者は、毎年、

前年度の養殖実績を報告しなければなりません。届出をせず又は虚偽の届出をした者は、10万円以下の罰金

が科せられることもありますので、ご注意ください。 

【届出制の対象となる陸上養殖業】 

食用の水産動植物（うなぎを除く）を養殖するものであって、次のいずれかに該当するもの。 

・海水や淡水に塩分を加えた水等を使用しているもの 

・閉鎖循環式で養殖しているもの 

・餌や糞等を取り除かずに排水しているもの 

  ※餌や糞等の除去には、柵や網を設置するなどの簡易な方法も含まれます。 

【対象外となるもの】 

・種苗生産  ・マス、アユ、コイ等の淡水かけ流し式養殖等 

  ※錦鯉をはじめとする観賞魚も対象外 

【届出書の提出】 

・新たに陸上養殖を営もうとする方・・・・養殖を開始する日の1か月前まで 

  ※既に陸上養殖業を営んでいる方も、速やかに対応をお願いします。 

【実績報告書の提出】 

・毎年4月30日までに、前年の4月1日から翌年3月31日までの実績について実績報告書を提出してください。 

【届出窓口】 

・新潟県農林水産部水産課 資源対策係   〒950-8570 新潟県新潟市中央区新光町4番地1 

電話：025-280-5312（直通） Fax：025-283-0361  E-mail：ngt060060@pref.niigata.lg.jp 

  ※郵送又はE-mailにより提出してください（押印不要） 

◎様式等、詳しくは新潟県庁水産課のホームページをご覧ください。======================  
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新採用職員からのご挨拶 

資源課 研究員 梅 田  樹  

本年度から新採用

職員として内水面水

産試験場資源課に配

属になりました、梅

田樹（うめたいつき）

です。小さいころか

ら生き物と海が好き

で、特にカニ、ウニな

どの海産底生無脊椎

動物に興味がありま

した。すべての魚は脊椎動物門という１つのグル

ープに属していますが、大型の底生無脊椎動物は

多数の動物門から構成されます。その分、姿かた

ちや生態も多様であるため、見ていてとても面白

いです。大学では理学部理学科で生物学について

専門的に学び、研究室配属後は、佐渡島に常駐し

て佐渡島の砂浜海岸に生息する海産底生無脊椎

動物がどのような環境を好むかについて研究を

行っていました。佐渡島には２年半住んでいまし

たが、自然豊かで魚が美味しい場所でした。佐渡

島は海がとてもきれいで、磯場や砂浜ではたくさ

んの生物が見られますので、訪れた際は海の生き

物観察をしてみてはいかがでしょうか。 

私の主な担当は、アユ、外来魚駆除に関する業

務です。アユに関しては、資源量予測に向けた取

組やアユ釣りの解禁直後から遊漁者に釣っても

らうことを目的として行われる成魚放流の効果

に関する検証、外来魚駆除に関しては、開発した

駆除方法の普及を行っています。調査では、成魚

の釣れ具合を確認するために実際にアユ釣りを

行っています。初年度ということで、新しいこと

ばかりで大変ではありますが、充実した日々を過

ごせていると感じています。 

私自身、仕事を始めるまで川に行ったことがあま

りありませんでしたが、調査に出て海とは違う川の

自然の素晴らしさを感じました。一方で、川に住む

魚の資源量に関する問題も仕事を通して知ることが

できました。自分自身の課題も山積みですが、まず

はできることを増やして、県の水産業が抱える問題

解決により貢献できるようになりたいと思います。 
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今年もセミは賑やかでした。さて、このセミ、姿が見えなくても鳴き声でその存在を主 

張するせいか、鳴き初めから、鳴き終わりまでがセミの短い寿命を表わしているように

思えてしまいます。しかし、実際は昆虫の世界でも屈指の長寿の持ち主で、馴染み深いアブラゼミは、長い

ものでは５年間土中で過ごすものもいるそうです。アメリカでは、その更に上をいく、17 年ゼミや 13 年ゼ

ミがいるというから驚きです。多くの昆虫は卵から成虫となって子孫を残すまでの期間が１年間で、魚の世

界ではアユみたいな感じです。一方のアブラゼミは２年から５年を土中で過ごすそうなので、概ね４年で母

川回帰するサケに似ています。同じ年に生まれた兄弟（同期）が、同じ年に成虫になるとは限らないわけで

す。試験場では、魚のウロコや耳石を調べて魚の年齢を推定しますが、セミも生まれた年がわかると面白い

かもしれません。我々には同じに見えるセミが、実は２才（若者）のものから５才（高齢者）のものまで揃

っていて、夏の同じ時期に一斉に集って、同じように鳴き、そして次の世代につないでいるわけです。すで

に高齢化社会へ突入して久しい我々も、煩わしいセミの鳴き声に多くを学びたいですね。（H．M 生） 

 水声魚語 

アユ釣獲調査に従事する筆者 

 水声魚語 


